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緑
が
沢
山
あ
っ
て
、
水
が
き
れ
い
な

三
島
。
こ
ん
な
ス
テ
キ
な
三
島
で
、　

の
び
の
び
遊
ん
で
く
だ
さ
い
。
勉
強
も
が

ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。
い
っ
ぱ
い
感
動
し

て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
夢
を
持
っ
て
生

き
て
く
だ
さ
い
。
僕
が
子
ど
も
の
と
き
の

夢
は
、
絵
を
描
く
仕
事
で
し
た
。
そ
の
夢

が
か
な
っ
て
絵
本
作
家
に
な
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
沢
山
の
人
た
ち
に

支
え
ら
れ
、
絵
本
が
映
画
に
な
っ
た
り
、

舞
台
に
な
っ
た
り
し
ま
し
た
。 

　

今
年
、
日
本
全
国
で
『
宮
西
達
也
ワ
ン

ダ
ー
ラ
ン
ド
展
』
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
僕
が　

年
間
描
き
続
け
た
原
画
た

ち
を
見
て
く
だ
さ
い
。
オ
ブ
ジ
ェ
や
ジ
オ

ラ
マ
な
ど
楽
し
い
も
の
も
い
っ
ぱ
い
で
す
。

ミュージアムへ行こう

～特集～読書の秋とみしまっ子
絵本の世界から未来へ

宮西達也

市内在住の絵本作家。清水町で育ち、日本大学芸術学部

美術学科卒業。アニメ映画化された作品や、受賞作も多

く、幅広い世代から人気を集めている。

　小学生には、学校を通じて横山大

観《群青富士》の絵柄のファイルと

冊子がセットになった「しずおかミ

ュージアムパスポート」がプレゼン

トされています。県内約４０の美術館

や博物館でパスポートを見せると、

小学生は無料で入館できます。詳し

くは、学校に掲示され

ているミュージアム通

信（毎月発行）または、

ホームぺ―ジ（htt

p://kidsart-shizuoka.c

om/）をご覧ください。

　三島は、昔から太宰治や若山牧水など、多くの文豪が訪れ、また児童文学者の小出正吾、詩人

の大岡信さんを輩出するなど、文学にゆかりのあるまちです。現在では、宮西達也さんをはじめ

とした絵本作家の皆さんも活躍しています。今回、三島にゆかりのある絵本作家の３人がみしま

っ子へメッセージと絵を贈ってくれました。この機会に絵本の世界に飛び込んでみましょう。

問合せ　文化振興課（緯９８３－２６７２）、図書館（緯９８３－０８８０）、学校教育課（緯９８３－２６７０）

宮
西　

達
也

　佐野美術館の関連イベントとして、宮西達也さんが市内の幼稚

園・保育園・小学校で絵本の読み聞かせを１０月下旬まで行います。

佐野美術館の企画展については本紙２０ページをご覧ください。小

学生は右のパスポート提示で佐野美術館に無料で入館できます。

本の面白さを伝える 

本は世界への扉

▲９月２日のピーターパン幼稚園での読み聞かせでは、みんな大喜びでした

３２
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本
は
さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い
を

与
え
て
く
れ
ま
す
。 

　

人
だ
っ
た
り
、
知
識
だ
っ
た

り
、
体
験
や
想
像
だ
っ
た
り
、

は
た
ま
た
夢
だ
っ
た
り
。
本
は

あ
ら
ゆ
る
世
界
へ
の
扉
で
す
。

皆
さ
ん
は
ど
う
や
っ
て
そ
の
よ
う
な
本
と
出

会
っ
て
い
ま
す
か
。
三
島
で
は
図
書
館
、
学

校
の
司
書
さ
ん
や
先
生
、
家
庭
文
庫
、
多
く

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
手
を
つ
な
ぎ
、
皆
さ
ん

が
本
と
い
い
出
会
い
が
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー

ト
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。 

　

三
島
は
そ
ん
な
素
敵
な
と
こ
ろ
で
す
。
た

く
さ
ん
の
本
と
出
会
い
、
た
く
さ
ん
の
世
界

と
つ
な
が
っ
て
く
だ
さ
い
。
も
ち
ろ
ん
、
わ

た
し
と
も
！

スギヤマカナヨ

三島市出身の絵本作家。東京学芸大学初等科美術卒

業。その後、渡米しエッチングを学ぶ。『ペンギン

の本』で講談社出版文化賞受賞。

江頭路子

市内在住の絵本作家。熊本大学教育学部卒業。雑誌や

教科書などの挿絵も手がける。水彩を使用した透明感

のあるイラストレーションに定評がある。

小
さ
な
こ
ろ
に

ド
キ
ド
キ
わ

く
わ
く
し
た
体
験
は
、

大
人
に
な
っ
て
か
ら

も
色
あ
せ
ず
に
ず
っ

と
心
に
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。 

　

ど
う
か
、
た
く
さ

ん
の
本
と
出
会
っ
て
、

た
く
さ
ん
感
動
し
て

く
だ
さ
い
。

江
頭　
 
路
子 

み
ち
こ

ス
ギ
ヤ
マ　

カ
ナ
ヨ

本を読もう

●ようこそ、てんとうむし文庫へ

　市内３カ所（芙蓉台・佐野見晴台・光ケ丘）の自宅

に本を置いて、１週間に１度貸し出しをしている小さ

な図書館です。ずっと本を読むことができたり、一緒

に本を選んだり、本との出会いの楽しみがたくさんあ

ります。本の貸し出しのほかにおたよりの発行、スギ

ヤマカナヨさんや編集者と

のワークショップも行って

います。文庫にはいつも本

が待っています。詳しくは

ホームページ（https://mis

hima-life.jp/tentoubunko）

をご覧ください。

●学校図書館の取り組み

　市では全国に先駆けて１７年前から現在の「学校司書」

として「学校図書館司書」を、市内の全小・中学校に

配置しています。司書たちは、子どもたちの読書活動

を支援して来ました。保護者ボランティアや、さまざ

まな立場の「本と子どもをつなぐ」人たちの連携の成

果により、今年度、徳倉小

学校が「子どもの読書活動

優秀実践校・文部科学大臣

表彰」を受けました。

本との出会いを届ける！本はともだち

▶徳倉小学校では、子どもが本
に興味を持つような取り組み
をしています




